
令和８年度 事業計画 

 
私たち学校事務職員の仕事は多岐にわたりますが、大きくは、手引きを見て処理する仕

事と、そうでない仕事に分かれます。前者は私たちの基本となる仕事であり、学校運営の
土台となるものです。最近は社会情勢の変化に伴い、給与旅費や福利厚生等の制度変更も
頻繁に行われています。それに対応し、手引きに則って正確に事務処理を遂行できること
は、大きく評価されて良いことだと考えます。 

一方、後者である手引きがない仕事に対する期待も高まっています。学校事務職員は、
「学校組織における唯一の総務・財務等 に通じる専門職」であり、「より主体的・積極
的に校務運営に参画」が願われています。意訳すれば、「学校事務の正確な処理だけでも
大変な中で誠に恐縮ですが、視野を学校全体に広げ、学校事務の改善や教育活動へのサポ
ートも担って欲しいです。その際は教職員等とも連携してください。学校課題を解決し学
校をよくするには、例規や財務に通じる皆さんの力が必要なのです」となるでしょう。 

この期待の背景には平成 29 年３月学校教育法の改正がありますので、そのような期待
が自分には関係ないと考えることは適切ではありません。かといって、正確な事務処理が
おぼつかない状況で、視野を学校全体に広げていこうとすることも無理があるでしょう。
会員の皆様は、自分の中で目指す学校事務職員像が整理できているでしょうか。整理がで
きていないと、焦りから安心して目の前の仕事に取り組めないか、手引きのある仕事をゴ
ールとして考え立ち止まってしまうかのどちらかに陥りやすいようです。いずれにして
も、学校を良くする可能性がある学校事務職員の力が発揮されにくいと言えます。 

文部科学省独立行政法人である国立教育政策研究所の藤原文雄氏は、令和７年度の教職
員中央研修の「事務職員の役割と職能成長」という講義で、「学校事務職員の五つの職能
レベル」という考え方を提唱されました。最初の三つの段階は、他者の責任下で事務を正
確に処理できるという段階、その事務の主担当として仕組みの見直しや改善を図るという
段階、勤務校の経営方針や教育活動について提案し教職員と協働して問題解決する段階と
なっています。このような整理に従えば、今の自分はこの段階だからこのような取り組み
で大丈夫だという安心感が持てます。また次の段階が示されることでずっとその段階に立
ち止まるリスクを避けることができます。安心感と新しい取り組む意欲があれば、皆様の
力がより発揮しやすいことでしょう。 

豊事研は会員のみなさまの資質向上を通して学校教育の発展に寄与することを目的とし
た研究会です。そのために、目指す学校事務職員像の提示や「学校をよくしてみよう」シ
ートを使った研修提供を行ってきました。皆様が自分のキャリアアップについての見通し
を持つことができ、安心して身近なことから学校をよくする実践に取り組めることを願っ
てのことです。今年度も引き続き、このような方針のもとで事業を行います。ともに進ん
でまいりましょう。 



１ 方針 
（１）学校教育や事務職員のこれからを考え、方向性やビジョンを提示する。 
（２）「豊田事務研アクションプラン」を推進し、会員の実践を支援する。 
（３）対話を通して心理的安全性の高い組織づくりを推進する。 
（４）西三河教育事務所や二市教育委員会等の関係諸機関、県事研等の研究組織、各種団

体との連携を強化する。 
  
２ 運営組織と担当事業   
（１）役員・二市代表者会 

①総会の議決を受け、執行機関として研究会運営を行う。 
②研究会に関する渉外を担当する。 
③二市代表者は各市との連携を担う。 
 

（２）事務局 
①会議等の企画と運営 

ア）定期総会、研修会・報告会等の企画運営及び関係機関との連絡調整を行う。 
  イ）役員・二市代表者会議を企画運営する。 

ウ）専門部活動のサポート及び連絡調整を行う。 
②支部ホームページの維持管理と運営など広報活動を行う。 
③研究会の活動に必要な調査を行う。 
 

（３）研究研修部 
①学校事務に関する研究を行い、「豊田事務研アクションプラン」を推進する。 
②人財育成計画と研修手法を検討する。 
③会員の研修に関する企画と運営を行う。 
④会員の自主的な研究への助成等を含め、会員の自主研修を支援する。 
 

 



月 日 支 部 活 動 内    容 県･東海･全国事務研等

4 24 定期総会 ８年度事業･予算案の審議等 17 県理事会R７（刈谷市）

5 19 県事研総会（書面）

6 19 役員･二市代表者会議 ８年度事業の執行計画等 ５  東海事研総会（名古屋市）

支部要覧作成･配布 26 県理事会（名古屋市）

7 31 学校訪問研修 研修会の運営 29  全事研総会

30-31 全国大会（佐賀大会）

8
７ 学校事務情報交換会（名古屋
  市）

9 8 役員･二市代表者会議 事業協議等

10 ７  県理事会（刈谷市）

28 県大会（名古屋市）

11 6 役員･二市代表者会議 事業協議等  

12 全体研修会

1 12 役員･二市代表者会議 事業協議等 29 県理事会（名古屋市）

2 26 学校事務研修会・報告会 研修会・報告会の運営    全事研セミナー

3 10 役員･二市代表者会議 年度反省、次年度計画

4 役員･二市代表者会議 事業協議等 17 県理事会（名古屋市）

 令和８年度 事業予定 

※ 事務局会議及び研究研修部会議は、必要に応じて開催する。


